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◆埼玉県の流域下水道
・処理区域 8流域（9処理場）、47市町
・処理人口 約565万人（県人口の約７割）
・処理水量 約176万㎥／日（50ｍプール約721杯分）
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★ 全国第1位 荒川水循環センター （約96万㎥ / 日）
★ 全国第2位 新河岸川水循環センター （約70万㎥ /日）
★ 全国第3位 中川水循環センター （約61万㎥ /日）

★ 全国第1位 荒川水循環センター （約96万㎥ / 日）
★ 全国第2位 新河岸川水循環センター （約73万㎥ /日）
★ 全国第3位 中川水循環センター （約61万㎥ /日）



◆埼玉県の流域下水道

5

関係「河川」の参考図



6

流域下水道管路の参考図◆埼玉県の流域下水道
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埼玉の下水道フォトコンテスト2022「最優秀賞」
新河岸川水循環センター（和光市）

１．県下水道局の紹介

２．下水汚泥の肥料化の取組

３．その他の取組

目次
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下水汚泥の肥料利用

～ 元々、人糞は肥料として使われていた ～
●江戸～大正初期
・「人糞（ウンコ）」は下肥(しもごえ)の原料「商品(有価物)」として流通
・汲み取り便所（ぼっとん便所）⇒「お金を払って汲み取りをする資源の宝庫」

（ 下肥(しもごえ) ＝汲み取った人糞を発酵・熟成させて肥料として利用 ）

～ 資源から廃棄物へ ～
●1900年(明治33)[汚物掃除法][下水道法]⇒「し尿を汚物とみなし排除する」

1918年(大正7)頃～し尿は「処理料金を支払って引き取ってもらうもの」
・下肥の利用は戦後まで続いたが、寄生虫等の問題から「不衛生なもの」とされ、

同時に「化学肥料の入手が容易」になったことで衰退
・長らく衛生的課題を抱え続け1958年(昭和33)に現行の下水道法制定
・高度経済成長期に飛躍的に下水道が普及 更なる人口の増加

⇒ 大都市から下水汚泥の「焼却」による廃棄物としての処理が進んでいく

（ 参考文献：ウンコノミクス／山口亮子／集英社 初版発行2025年4月 ）

背景その１背景その１
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～ 化学肥料の輸入依存 ～
●「使いやすく・安価で・効果が高く・即効性もある」便利な化学肥料
・主な化学肥料の原料（窒素(N)、りん酸(P)、加里(K)）はほぼすべてが輸入
・量は輸出国側の状況、価格は為替変動に左右され安定供給へのリスクが潜在
※2021年～2022年にかけて急激な肥料の価格高騰 リスクが表面化
（2021年：中国の肥料原料輸出制限、2022年 ロシアのウクライナ侵攻 等）

カリウム
ほとんど含
まれない

リン酸
4.0～
6.0％

窒素

4.0～
6.0％

窒素：油粕に匹敵するほど豊富

リン酸：鶏糞に匹敵するほど豊富

リン鉱石は全量輸入!
今後枯渇の可能性あり

下水汚泥肥料の特徴

下水汚泥の肥料利用

背景その２背景その２
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肥料化に関する農水省の動向

●食料安全保障強化政策大綱（2022年(R4).12.27）
・2030年までに堆肥・下水汚泥資源の使用量を倍増
・肥料の使用量に占める国内資源の割合を４０％へ（2021年(R3)：25%）
・新たな肥料規格「菌体りん酸肥料」を創設（2023年(R5).10月）

肥料化に関する国交省の動向

●発生汚泥等の処理に関する基本的考え方について（ 2023年(R5). 3.17）
・発生汚泥等の処理は肥料利用を最優先し、最大限の利用を行うこと
・焼却処理は肥料利用が困難な場合に限り選択する。
・焼却処理をしても、焼却灰の肥料利用・汚泥処理過程でリン回収を検討

肥料化に関する埼玉県の動向

●全国自治体で初めて下水汚泥燃焼灰を「菌体りん酸肥料」登録（R6.4月）
⇒ 肥料原料として肥料メーカー等へ有価での販売が可能に

・汚泥量が少なく、処理場内に焼却施設を持たない県北の３処理場では、
下水汚泥の堆肥事業に向けた「試作」及び「検討」業務を実施中

下水汚泥の肥料利用
国と埼玉県の動向国と埼玉県の動向



流域下水道で年間約50万tの下水汚泥が発生
小山川

（本庄市）
市野川

（滑川町）
荒川上流

（深谷市）
古利根

（久喜市）
元荒川

（桶川市）
中川

（三郷市）
新河岸川
（和光市）

荒川
（戸田市）下水処理場

0.50.30.11.01.512.715.218.1発生汚泥
（万ｔ/年）
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・埼玉県流域下水道ではほぼ全量焼却（一部固形燃料化）
・焼却し発生した灰は建設資材（セメント原料）としてリサイクル
・下水汚泥緑農地利用率は全国平均10％に対し、埼玉県は４％と低い

焼却炉がある処理場の下水汚泥 ⇒ 燃焼灰の肥料利用 を推進中（荒川Tで実施中）

焼却炉がない処理場の下水汚泥 ⇒ 堆肥化事業 を検討中（試作中）

脱水 固形燃料

肥料化

セメント
・軽量骨材

消化ガス

堆肥化

焼却
消化

固形燃料化濃縮

汚泥

脱水汚泥

燃焼灰

水
処
理
施
設

下水汚泥の肥料利用
埼玉県の現状埼玉県の現状



13埼玉県知事記者会見

下水汚泥などの国内資源を活用した肥料の安定供給を目的に令和５年１０月に創設された肥料規格

下水汚泥肥料

単体での販売・利用は可能となるが ① 肥料成分を保証

定期的な成分分析により品質が安定し、
肥料成分保証が可能

② 肥料混合が可能

登録肥料製造時の原料として混合できる

① 肥料の成分保証不可
（バラつきが大きい）

② 混合肥料の生産・販売不可
（原料としての販売はできない）

菌体りん酸肥料

「 菌体りん酸肥料 」 とは？

「荒川水循環センター」 × 「クマムシくん」由 来

クマムシなどの微生物が汚れのもとを
食べることで下水を処理

肥料の生産事業場の「荒川水循環センター」
×

埼玉の下水道マスコットの「クマムシくん」

処理過程で発生した汚泥を燃焼

発生した燃焼灰を肥料として活用

生産過程

汚泥焼却炉

りん酸全量で１６．０％の成分保証
特 徴

品質管理
有害成分（水銀・カドミウムなど６項目）の

全ロット分析で基準適合したものを出荷

鉛クロ
ム

ニッ
ケル

水銀カド
ミウム

ひ素

661702500.63.711分析値

1005003002550基準値

（mg/kg）

「 荒川クマムシくん１号 」 とは？

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）
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「 荒川クマムシくん１号 」の概要

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）
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水分加里窒素りん酸

30.31.4<0.224.3

※植物が取り込みやすい「く溶性りん酸」は12.7%

燃焼灰肥料分析結果 （平均値、単位：％）

０2 りん回収より安価

０1 りん酸を多く含有

→燃焼灰の肥料利用により、化学肥料の供給リスク解消に寄与

→汚泥処理プロセスの中で薬品等を用いてリンを回収する
より安価に資源化

０3 資源循環を推進

肥料メーカー

農 家県 民

県流域下水道
肥料配合

下
水

肥
料

作物

原料

栽培・収穫摂取・排出

下水汚泥燃焼

→他の肥料原料と混合・調整することで、化学肥料に代替

下水汚泥燃焼灰のポテンシャル

０４ 燃焼灰 処分費用の削減

・燃焼灰の処分及び運搬には通常、１ｔあたり約３万円ほどの費用がかかる
・燃焼灰の販売単価は１ｔあたり１００円程度とわずかだが、処分費用が浮いてくるため

有価で出荷するほどに、県として経済的メリットが大きくなる

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）
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肥料成分・有害成分の分析結果

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）

・りん酸全量（肥料成分）保証値（１６％以上）以上が含有されていることを確認
・有害成分（6項目）すべてで基準値以内であることを確認
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下水汚泥の燃焼灰肥料を原料にした混合堆肥複合肥料

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）

 朝日アグリア（株）が燃焼灰肥料（荒川クマムシくん１号）を原料の１つとして
混合堆肥複合肥料「クマムシくん８８８」を試験製造しました。

 埼玉県下水道局では肥料メーカーを限定せず燃焼灰肥料を供給しています。
 現在、花き・植栽を対象に試験販売中です。

※野菜を含めた本格販売は、県農業技術研究センターで現在実施中の栽培試験の終了後。

混合堆肥複合肥料肥料の種類

荒川クマムシくん入り混合堆肥複合肥料８８８号肥料の名称

窒素全量 8.0%
うちアンモニア性窒素 4.7%

りん酸全量 8.0%
うちく溶性りん酸 5.2%

水溶性りん酸 2.3%

加里全量 8.0%
うち水溶性加里 7.5%

保証成分量

下水汚泥燃焼灰
肥料（原料）

混合堆肥複合肥
「クマムシくん８８８」
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下水汚泥の燃焼灰肥料を原料にした混合堆肥複合肥料

下水汚泥の肥料利用（燃焼灰）

 県農業技術研究センターでの栽培試験（R6〜7年度 全５回）
 県農業大学校、県花と緑の振興センター、茶業研究所での栽培試験（R7年度）
 農林部展示ほ場での試験利用（R7年度 花き対象）
 県営公園等での利用（R6〜7年度）

ホウレンソウを使用した栽培試験で、慣行肥料と比較しても良好な生育状況を確認
（連用試験５回中、３回まで終了。今年度末までに５回完了予定。）

混
合
堆
肥
複
合
肥
料

慣
行
肥
料

無
施
肥

農業技術研究センターでの栽培試験の実施状況

荒川クマムシくん入り混合堆肥複合肥料の肥料効果の確認



・需要量の確保
⇒ 安定的な出荷が継続できるよう 出荷先確保のためのPRが必要

・出荷量の確保
⇒ 需要量の確保後は、出荷量を確保するための設備投資 保管場所の確保が必要

・肥料価値向上
⇒ く溶性りん酸の割合を向上させることで更なる肥料価値の向上が必要

19

すべての下水汚泥を「廃棄物」から再び「有価の貴重な肥料資源」へ

⇒ 国内肥料資源の安定供給リスクへの一助となる
⇒ 循環型社会が形成され、循環の中でエコビジネスが活発となる
⇒ より高価に販売が可能となれば、下水道事業全体の採算性向上となる

下水汚泥の肥料利用
主な課題主な課題

目 標目 標

解決解決
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（参考） 他自治体の取り組み（参考） 他自治体の取り組み

下水汚泥の肥料利用

【 滋賀県 高島浄化センター 】（堆肥化）
堆積型施設で製造される下水汚泥堆肥を令和６年６月１日より20円/10kgで販売開始
肥料の名称：『おうみっ肥（おうみっこ） 』

【 名古屋市 空見スラッジリサイクルセンター 】（乾燥汚泥）
固形燃料化物（乾燥汚泥）を全国で初めて菌体リン酸肥料登録（令和６年７月２９日）
肥料の名称：『循かん大なごん（じゅんかんだいなごん）』

【 長野県 アクアピア安曇野 】（脱水汚泥）
脱水汚泥を肥料登録（令和６年５月２１日）し、農業高等学校と協働で稲の生育試験等の効果検証
試験等を実施
肥料の名称：『アクアピア１号』

【 横浜市 北部汚泥資源化センター 】（リン回収）
下水汚泥から回収した再生リンを肥料登録（令和６年６月２５日）
肥料の名称：『はま巡リン（はまめぐりん）』（登録名は「よこはまMAP１号」）



21

埼玉の下水道フォトコンテスト2022「最優秀賞」
新河岸川水循環センター（和光市）

荒川水循環センター（戸田市）

１．県下水道局の紹介

２．下水汚泥の肥料化の取組

３．その他の取組

目次



下水道資源の活用（ポテンシャル）

活用方法ポテンシャル活用資源

・上部利用 ・太陽光発電
・映画撮影等・広いスペース①施設空間

・バイオガス発電 ・固形燃料化
・水素抽出 ・リン抽出
・肥料化・堆肥化 ・建設資材
・廃熱発電

・有機物
・希少資源
・焼却廃熱

② 下水汚泥

・地域冷暖房 ・熱交換・安定した熱源③下 水 熱

・再生水利用 ・河川浄化・良好な水質④処 理 水

・国際貢献
・海外水ビジネスの展開・高い技術力⑤下水技術

は、埼玉県で実績のあるもの 22



ご清聴ありがとうございました。



 
 

  
  

  
  

 
 

 
  

 
 

  
 

  
  

  
  

  
  

 
  

  
   

 
  

  
 

  
  

 

  
  

  
  

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
   

  
 

  
 

  
  

  
   

 
  

  
 

  
  

   
  

  
  

  
 

 



 

   
 

      
 

   
 

   
 

   
 

   
 



　今後の取組の参考とさせていただくため、アンケートの御提出に御協力をお願いいたします。

　また、右のQRコード又は次のURL入力から埼玉県の電子申請システムで回答することも可能ですので、御利用ください。

　（電子申請システムURL：https://apply.e-tumo.jp/pref-saitama-u/offer/offerList_detail?tempSeq=101098）

QRコード→

●問１　参加区分

【　　】 当てはまる番号を左の【　　】に記入ください。なお、その他の場合は【７】のほか（　　）に記入をお願いします。

１　農業者　／２　リサイクル事業者　／３　環境関係団体　／４　食品関連事業者　／５　行政　／６　農協

７　その他（　　　　　　　）←記入例：「一般」や「学生」等

●問２　講演内容Ⅰ「みどりの食料システム戦略の概要と食品バイオマスが果たす役割について」

【　　】 この講演の感想について、当てはまる番号を左の【　】に記入ください。

１　参考になった　／２　普通　／３　あまり参考にならなかった

併せてその理由についても、下の枠内に記入願います。

●問３　講演内容Ⅱ「食品リサイクル法に基づく新たな基本方針の概要（令和７年３月公布）について」

【　　】 この講演の感想について、当てはまる番号を左の【　】に記入ください。

１　参考になった　／２　普通　／３　あまり参考にならなかった

併せてその理由についても、下の枠内に記入願います。

●問４　講演内容Ⅲ「循環型農業への取組について（令和６年度埼玉・農のエコロジーアワード受賞者）」のうち桑原氏の講演について

【　　】 この講演の感想について、当てはまる番号を左の【　】に記入ください。

１　参考になった　／２　普通　／３　あまり参考にならなかった

併せてその理由についても、下の枠内に記入願います。

農山村バイオマス利活用推進研修会アンケート

https://apply.e-tumo.jp/pref-saitama-u/offer/offerList_detail?tempSeq=101098


●問５　講演内容Ⅲ「循環型農業への取組について（令和６年度埼玉・農のエコロジーアワード受賞者）」のうち朝日アグリア㈱の講演について

【　　】 この講演の感想について、当てはまる番号を左の【　】に記入ください。

１　参考になった　／２　普通　／３　あまり参考にならなかった

併せてその理由についても、下の枠内に記入願います。

●問６　取組紹介「県下水道局における下水汚泥の肥料化の取組について」

【　　】 この紹介の感想について、当てはまる番号を左の【　】に記入ください。

１　参考になった　／２　普通　／３　あまり参考にならなかった

併せてその理由についても、下の枠内に記入願います。

●問７　バイオマス関連の研修会で実施してほしいテーマがありましたら、下の枠内に御記入ください。

●問８　本日の研修会について、御感想や御質問がありましたら、下の枠内に御記入ください。

※御質問の場合は、お名前と御回答をお送りするメールアドレス又はＦＡＸ番号を、下の枠内に御記入ください。

●問９　その他、食品リサイクルに関する御質問や御要望がありましたら、下の枠内に御記入ください。

※御質問の場合は、お名前と御回答をお送りするメールアドレス又はＦＡＸ番号を、下の枠内に御記入ください。

御協力ありがとうございました。


